
2009年度実績 2012年度目標

売上高 8兆9,685億円 10兆5,000億円

営業利益 2,021億円(2.3%) 5%超

当期純利益 △1,069億円 2,000億円台

海外売上高比率 41% 50%超を目標

国内人員数 231千人 217千人

海外人員数 129千人 161千人

2009年度の実績と2012年度の目標

モノ作り現場では＝猛暑と負担増
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働くルールの確立と、社会保障の拡充を
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日立関連労働者懇談会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）

TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇
★もよりの連絡先
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
茨 城 090-6142-6153 ( 堀 )
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 )

９
月
18
、
19
日
、
神
戸
で
電

機
労
働
者
懇
談
会
の
第
23
回
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

電
機
大
企
業
に
対
し
、
派
遣

切
り
や
偽
装
請
負
を
告
発
し
、

各
地
で
裁
判
闘
争
を
し
て
い
る

労
働
者
の
切
実
な
訴
え
に
、
大

き
な
共
感
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
、
再
雇
用
者
、

管
理
者
も
含
め
、
電
機
ユ
ニ
オ

ン
に
加
入
し
、
団
体
交
渉
を
通

じ
て
、
要
求
を
実
現
し
て
い
る

報
告
が
、
数
多
く
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

新
し
い
労
働
組
合
運
動
の
可

能
性
を
示
す
総
会
と
な
り
ま
し

た
。 闘

う
労
働
者
た
ち
の
輝
き

作
業
量
が
少
な
く
な
る
と
必
要
以
上
に
人
員
が

減
ら
さ
れ
鋼
材
加
工
の
人
が
、
ア
ル
ミ
成
形
品
作

業
な
ど
の
経
験
も
無
い
の
に
や
ら
さ
れ
て
不
良
が

続
出
し
て
い
る
。
安
全
も
含
め
き
ち
ん
と
教
育
し

な
い
と
モ
ノ
作
り
は
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
う
。

最
近
は
量
産
化
さ
れ
る
前
か
ら
原
価
低
減
の
ノ

ル
マ
が
出
て
来
て
機
械
加
工
も
大
変
で
あ
る
。
台

数
持
ち
設
定
に
さ
れ
る
と
Ｓ
Ｔ
（
加
工
時
間
）
が

実
質
ゼ
ロ
と
な
り
、
タ
ダ
働
き
の
よ
う
で
負
担
ば

か
り
増
え
て
意
欲
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

主
要
部
品
は
ほ
と
ん
ど
海
外
調
達
で
も
、
国
内

で
組
立
る
と
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
バ
ン
に
な
っ
て
い

る
。
納
得
の
い
か
な
い
気
持
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

海
外
調
達
の
部
品
が
増
え
て
い
る
が
不
具
合
が

出
る
と
送
り
返
す
わ
け
に
も
行
か
ず
、
関
係
者
で

手
直
し
作
業
が
頻
繁
で
本
来
業
務
が
お
ろ
そ
か
に

な
っ
て
い
る
。

組
立
ラ
イ
ン
で
は
日
程
に
遅
れ
が
で
る
と
他
部

門
か
ら
人
が
集
め
ら
れ
る
が
、
予
定
ど
う
り
と
は

行
か
な
い
。
頭
数
（
人
員
）
だ
け
揃
え
れ
ば
と
言

う
考
え
方
で
は
か
え
っ
て
混
乱
す
る
。

モ
ノ
作
り
現
場
の
作
業
環
境
は
い
っ
こ
う
に
改

善
さ
れ
て
い
な
い
。
温
暖
化
で
今
年
の
よ
う
な
猛

暑
が
続
く
と
仕
事
中
に
熱
中
症
で
倒
れ
て
し
ま
う
。

今
時
、
機
械
設
備
の
制
御
部
に
エ
ア
コ
ン
は
常
識

な
の
に
。

日立は今年５月に、「２０１２中期経営計画」
を発表しました。経営戦略は「社会イノベーショ
ン事業を中心としたグローバル企業への変容で
す。グローバル成長戦略（数値目標）は、上表
の通りです。
海外売上高比率を約10％増加させ、国内人員

数を1万4千人削減し、海外人員数を３万２千人
増加させる計画です。
国内のモノ作りの空洞化が、さらに加速され

る危険があります、

争議支援の会場カンパを渡す



日立オムロンでは、８月末に嘱託お

よびシニア社員が集められ「定年嘱託・

シニア社員の取扱い変更について」の

説明会が行われました。内容は「人材

の流動化を推進するに当たり」「今後

引当業務の確保が困難になることが予

想される」として継続雇用者の労働時

間を減じる必要があり次回契約更新時・

新規の定年退職者は週３日フル勤務以

下とすると説明されました。この説明

会で「労働組合は了承しているのか」

の質問に対し勤労は「了承済み」と回

答しましたが、後日シニア社員が日立

労組旭支部へ相談に行くと「労働条件

の低下になるので会社と話し合い中」

と回答。さらに再三に渡る労組要請を

行った後「現行制度はそのまま。５日

勤務も４日勤務も制度としてあります」

と制度変更はないと回答、勤労からも

説明会参加者に「制度変更はない」と

訂正メールが届きました。しかし、業

績悪化を理由に「３日勤務しか提示で

きない」の対応は変えていませ

ん。すでに渋々３日勤務で再雇

用契約した人も出ています。

元々、このシニア社員制度は

厚生年金の一部と高年齢雇用継

続給付があるので定年前の賃金の５０

％程度でも生活ができるとしてきまし

た。しかし、これが３０％になったの

ではシニア勤務の前提条件が崩れてし

まいます。説明会でも「アルバイトを

認めて欲しい」「寮費も３日分にして

欲しい」など悲痛な意見が多く出され

ました。シニア社員の労働条件は組合

員の生活設計の上で重要な問題です。

シニア社員は半減された賃金の中で

も精一杯、働き、業務の都合で残業を

行っているシニア社員もいます。会社

にとって経験豊かな貴重な戦力です。

会社は、こんな「シニア社員いじめ」

を止め、キッパリと今回の勤務条件変

更強要を撤回すべきです。

そそそそ
んんんん
なななな
にににに
必必必必
要要要要
なななな
のののの
？？？？

大大大大
みみみみ
かかかか
フフフフ
ァァァァ
ミミミミ
リリリリ
ーーーー
議議議議
員員員員

組
合
機
関
紙
（
「
９
月
10
目
付
」
を
読
ん
だ

人
が
「
大
み
か
か
ら
県
議
会
議
員
が
で
る
ん
だ

ね
。
・
・
・
で
も
何
の
た
め
に
？
」
と
。
今
年

12
月
に
行
わ
れ
る
茨
城
県
議
会
議
員
選
挙
の
候

補
者
に
、
大
み
か
支
部
の
現
職
の
日
立
市
議
会

議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
日
立
市
会

議
員
の
後
継
に
は
、
関
連
の
日
立
Ｉ
Ｃ
Ｓ
か
ら

候
補
者
を
擁
立
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
み
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
、
県
議
会
議
員
と
市

議
会
議
員
、
「
日
立
グ
ル
ー
プ
議
員
は
、
組
合

員
の
た
め
に
政
策
・
制
度
改
善
に
取
り
組
む
」

と
あ
り
ま
す
が
、
職
場
の
労
働
条
件
向
上
に
寄

与
し
て
い
る
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

来
年
４
月
ま
で
、
組
合
と
職
場
は
選
挙
一
色
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
う
、
い
い
加
減
に
止

め
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
立
・
大
み
か
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９
月
に
入
り
、
各
部
門
の
職
制
を
通
じ
て

「
１
０
０
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
明
会
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。
ル
ネ
サ
ス
労
組
武
蔵
支
部
で
は
、

６
７
項
目
に
渡
る
職
場
意
見
を
集
約
し
、
今
後

の
対
応
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
期
退
職
は
想
定
人
数
１
２
０
０
名
で
、
こ

れ
は
40
歳
以
上
勤
続
５
年
以
上
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
大
株
主
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
日
立
、
三
菱
）
へ

の
移
籍
は
、
ス
タ
ッ
フ
や
販
売
系
を
中
心
に
４

０
０
名
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
約
店
へ
の

移
籍
は
２
０
０
名
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

労
働
条
件
が
変
わ
る
事
か
ら
、
問
題
が
大
き
そ

う
で
す
。
尚
、
人
員
削
減
施
策
と
し
て
最
も
大

き
い
の
が
工
場
整
理
に
よ
る
も
の
で
、
２
０
０

０
名
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
期
退
職
は
会
社
統
合
前
に
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ
レ

が
６
８
５
名
」
「
ル
ネ
サ
ス
が
６
０
０
名
」
と

１
２
８
５
名
を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
の
１
２

０
０
名
募
集
を
完
全
実
施
す
る
に
は
、
相
当
な

る
強
要
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
プ
レ

ミ
ア
ム
も
45
歳
以
上
に
40
ヶ
月
分
と
の
条
件
が

出
さ
れ
て
お
り
、
「
会
社
が
残
る
こ
と
を
認
め

た
人
」
以
外
を
対
象
と
し
て
点
が
今
回
の
特
徴

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ル
ネ
サ
ス
・
武
蔵

新新新新
人人人人
やややや
若若若若
手手手手
はははは

ゆゆゆゆ
っっっっ
くくくく
りりりり
育育育育
てててて
てててて
ああああ
げげげげ
たたたた
いいいい

同
じ
職
場
に
い
る
若
手
が
、
周
囲
か
ら
「
仕

事
の
覚
え
が
悪
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
作

業
指
示
を
し
た
り
、
報
告
や
質
問
を
受
け
る
時

に
、
本
人
が
緊
張
し
て
話
の
要
点
が
つ
か
め
な

い
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
本
人
に
適
任
な
業

務
に
移
動
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
見
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
力
が
つ
く
ま
で
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り

育
て
る
時
間
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

安
易
に
「
仕
事
の
覚
え
が
悪
い
人
」
を
交
換

し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
は
、
新
人
や
若
手
を
即

戦
力
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
ゆ
と

り
が
無
く
な
っ
た
か
ら
で
は
、
と
思
い
ま
す
。

日
立
・
茨
城
関
連

スススス
ポポポポ
ーーーー
ツツツツ
ドドドド
リリリリ
ンンンン
クククク
配配配配
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日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
労
働
組
合
空
調
支
部

の
定
期
大
会
が
、
７
月
31
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
安
全
衛
生
対
策
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

「
猛
暑
が
続
き
、
現
場
で
は
厳
し
い
作
業
環

境
で
働
い
て
い
る
所
が
あ
る
。
汗
を
か
い
た
後

の
水
分
補
給
に
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど
を
支
給

す
る
よ
う
会
社
に
提
案
し
て
ほ
し
い
。
少
な
く

と
も
現
場
近
く
の
自
動
販
売
機
に
は
、
コ
ー
ヒ
ー

や
ジ
ュ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な

ど
の
設
置
を
求
め
た
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
「
先
日
は
事
業
所
差
し
入
れ

と
し
て
直
接
員
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

を
配
布
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
執
行
部
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
配
布
さ
れ
た
の
が
粉
末
の
ス
ポ
ー

ツ
飲
料
を
１
袋
で
は
、
焼
け
石
に
水
。
も
っ
と
、

熱
中
症
予
防
と
し
て
、
き
ち
ん
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
飲
料
の
配
布
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
清
水

●●●● 企企企企業業業業のののの発発発発展展展展がががが第第第第一一一一でででではははは・・・・・・・・

過日、我が社の労働組合でも大会が行われました。そこでは、ス

ローガンで、雇用の安定や労働条件の確保を「企業の発展」によって実現し

よう、と掲げてありました。言い換えれば、正規職員の増員もワーク・ライ

フ・バランスの実現も企業の発展があってこそ、という風に捉えられます。

やはり、会社の利益が優先という組合の体質を根強く感じたものでした。

今まで会社側は、総労働時間の縮減を目指すとして様々な施策を実行して

きました。しかし、過去から利益確保を優先した人員配置を実行してきた結

果、残業・休出の慢性化は変わっていません。組合は、会社の業績が悪い今

こそ、労働者の立場に立てるかど

うか、真価が問われる時代と思い

ます。

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

「 シニ ア 社員 いじ め 」
３日 フル 勤 務以 下の 押 付け

日
立
オ
ム
ロ
ン


